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以前 この ブロ グ に 書い た 「 ク リス チャ ント ゥ デイ 疑惑 」 に 関す る 
記事 が 、 当 の 株 式 会 社 ク リス チャ ント ゥ デイ か ら の 告訴 の 威 中 に 
より 削除 に 追い 込ま れ て 、 早 くも 二 ヶ 月 以上 が 経過 し た 。 


【 中 略 】 
9. 被害 者 家族 か ら の 電話 相談 を 受け る 


ACM の こと も クリ スチ ャ ント ゥ デイ の こと も 、 忘 れ か け て いた 
用 年 の 9 月 頃 の こと 、 あ る 女性 か ら ACM に 関す る 相談 の 電話 を 
受け た 。 ここ か ら 、 事 態 は 大 きく 転回 し て 行く こと に な る の で あ 
る 。 そ の 女性 の 人 息子 さん は 、 大 学 在学 中 に ACM の 鶴 謗 を 受け て 
入信 し 、 それ 以降 、 家族 に 対し て 頻繁 に 嘘 を つく よう に な っ た と 
いう 。 大 学卒 業 後 、 ベ レコ ム と いう IT 会 社 に 就職 する と 告げ た 
の だ が 、 自 分 の 住所 を 教え よう と し な い 。 不審 に 思っ た 両親 が 、 
松 壮 ビル に 住所 が あ る ベレ コム の 事務 所 を 訪ね て みる と 、「 ク リ 


a スチ ャ ント ゥ デイ 」 の 履 板 が 出 て いた と いう 。 候 子 さ ん と の 連絡 
Me は 途 絶 え が ち に な り 、 心配 し て いる と 、 あ る 日 、 消 費 者 金融 五 社 
es か ら 借 金 返済 の 督促 状 が 実家 に 届い た 。 敬 憶 し て 息子 さん に 問い 


た だ す と 、 最 初 は 『「ACM の 上 部 団体 に 上 納 し た 」 と 説明 し て い 
た が 、 後 に 「 困 っ て いる 女性 に 用 立て た 」 な ど と 、 次 々 に 言葉 を 
5 変え た 。 御 両親 は 「 社 会 人 な の だ か ら 、 ま ず 働 いて 借金 を 返し な 
1 記事 内 容 さい 」 と 強く 意見 し 、 勧 め に 従っ た 息子 さん は 、 御 両親 が 三 ヶ 月 
分 だ け 家 賃 を 用 立て た アパ ー ト に 住み ながら 、 人 材 派 貴人 会社 で 働 
き 、 借 金 返済 を 始め た 。 と ころ が 一 年 後 、 不 動産 会 社 か ら 家 賃 
払い の 督促 状 が 実家 に 届い た 。 急い で アパ ー ト を 訪ね て みる と 、 
家財 道具 を 一 切 合 切 残 し た まま 、 人 息子 さん の 次 は 消え て いた 。 大 
家 が 荷物 を 全部 引き 取っ て 人 退去 する よう 要求 する の で 、 御 両親 は 
それ に 応じ て 部 屋 を 開け 、 未納 家 賃 の 一 部 を 立て 替え 、 滞 納 さ れ 
た 光熱 水 費 や 電 話 代 も 支払 っ た 。 そう し て 、 ク リス チャ ント ッ ゥ ッ プ デ 
イ を 訪ね 、 候 子 が どこ に いる か 知ら な いか と 聞く と 、「 知 ら な い 、 
わか ら な い 」 と いう 。 そ の 足 で 、 ベ レコ ム を 訪ね る と 、 や は り 、 
「 知 ら な い 、 わ か ら な い 」 と いう 。 ア パー ト か ら 引 き 取 っ た 荷物 
| の 中 か ら は 、 大 量 の 聖書 講義 ノー ト と 、 オ リヴ ェ ッ ト 大 学 の 入学 
| 通知 書 が あり 、 ノ ー ト に は 「 聖 ダビ デ 牧師 様 」 と いう 言葉 が 出 て 
| 来る と いう 。 こ の 相談 を 受け て 、 小 生 は 「 こ れ は お そら く カ ルト 
団体 で ある 可能 性 が 高い 」 と 判断 せ ざ る を 得 な か っ た 。[ 骨 損 表 
i 現 1 番 ] そこ で 、 お 母 様 か ら 聞 いた 、 小 生 に と っ て の 新た な 注目 
| キー ワー ド で ある 「 ベ レコ ム 」 と 「 オ リヴ ェ ッ ト 大 学 」 を 手 が か 
り に 、 ネ ッ ト 検 索 に よる 調査 を 開始 する と 、 あ る ひと つの 像 が そ 
こ に 開け て 来 た の で ある 


[中略 】 


15.「 た い へ ん な こと に な る 」 と 言わ れ 、 大 変 な こと に 


engagert mens titans a 


この 二 つ っ つの 記事 を ブロ グ に 掲載 し た ら 、 ク リス チャ ント ゥ デイ 代 
表 の 高柳 泉 氏 か ら 和 電話 が か か っ て 来 た 。2006 年 10 月 28 日 ( 土 ) 
午後 1 時 頃 の こと で ある 。 内 容 は 、「 ブ ログ の 記事 を 削除 し な さ 
い 。 さ も な けれ ば 、 大 変 な こと に な る 」 と いう も の で あっ た 。 こ 
れ に 対し て 小生 は 、「 ク リス チャ ント ゥ デイ は 、 堂 々 と キリ スト 
教 言 論 の 前 に 姿 を 現し て 、 疑 惑 に 答え る べき で は な か ろう か 」 と 
の 問い を 投げ か けた 。 そ の 翌日 。10 月 29 日 (日 ) 午後 11 時 頃 
に 、 西 日 本 方 面 で の 伝道 キャ ン ペ ー ン か ら 帰 宅 し た 太田 晴久 少佐 
が 、 小 隊 (教会 ) の 前 を 通り か か る と 、 窓 の すべ て に 目 張 り を し 
た 自動 車 が 、 小 隊 側 に 横付け し て 、 し か も 、 反 対 車線 側 に 駐車 し 
て いる の を 発見 し た 。 い ずれ 移動 する で あろ うと 見 張っ て いた 
が 、 一 向 に 動く 気配 が な い 。 そ こ で 太田 少佐 が 「 不 審 車 両 」 を 警 
祭 に 通報 する と 、10 分 憎 で 警官 二名 が 到着 し 、 車 に 乗っ て いた 
若者 二名 に 職務 質問 を 行い 、 任 意 で 車 の 中 を すべ て 改め た 。 車内 
か ら 「 問 題 性 」 の ある も の は 発見 され な か っ た の で 、 警 宮 ら は 若 
者 二名 の 身元 を 免許 証 で 確認 する と 共に 、 た だ ち に 人 遂 去 せよ 、 と 
促し 、「 不 審 車 両 」 は 去っ て 行っ た の で ある 。 それ か ら 数 日 後 の 
11 月 1 日 ( 水 ) 未明 より 、 中 国 の 複数 の サー バー を 踏み 台 に し 
て 、 大 量 の スパ ム メ ー ル が 救世 軍 本 営 の サー バー に 送り つけ ら 
れ 、 こ の 「 サ ー バ ー ア タッ ク 」 に よっ て 、 サ ー バ ー が 機能 停止 に 
近い 状態 に 追い 込ま れ た 。 こ れ に 加え 、 小 隊 (教会 ) スタ ッ プ が 
言う と ころ に よれ ば 、 こ の 何 日 か 、 小 隊 (教会 ) の 近辺 で 黒い ス 
ー ツ を 来 た 不審 な 若者 ら を 頻繁 に 目撃 し 、 さ ら に 、 和 自転車 が バ パ ン 
* ク す る 出来 事 が 起き を て いる 、 と いう の で ある 。 こう し た 事態 に よ 


i 計 っ て 、 ス タッ フ た ち は 「 パ ニッ ク 」 を 起こ し て し まっ た 。 小生 が 


クリ スチ ャ ント ゥ デイ の カル トト 疑惑 を ブロ グ で 提示 し て いる こ 
が と を 、 ス タッ フ た ち は 、 少 し 前 か ら 知 っ て いた か ら で あ る 。[ 明 
i 損 表 現 2 番 ] も ちろ ん 、 不 審 車 両 に せよ 、 サ ー バ バー 攻撃 に せよ 、 
ee 不審 人 物 に せよ 、 自 転 車 の パン ク に せよ 、 お か し な 出来 事 が 連続 
; で 起き て いる の は 事実 に し て も 、 そ れ ら を クリ スチ ャ ント ゥ デイ 
や ゃ や ACM と 結び つけ る 「 科 学 的 証拠 」 は 、 一 切 存 在 し な い 。 だ が 、 
高柳 氏 の 「 大 変 な こと に な る 」 と いう 電話 の メッ セー ジ が 、 こ れ 
ら 一 連 の 出来 事 と 「 心 理 的 」 に 結び つけ られ て 、 ス タッ フ た ちの 
パニ ッ ク を 引き 起こ し た の で あっ た 。 こ の 心理 的 因果 関係 は 、 科 
学 的 因果 関係 と は 別 の 次 元 で 、 ひ と つの 香 定 し 得 な い 事 実 で あっ 
た の は 、 確 か な こと で ある 。 


【 中 略 】 


16. 2 ちゃ ん ね る に スレ ッ ド が 立つ 


この 頃 、 世 界 最 大 の 匿名 掲示 板 「2 ち ゃ ん ね る 」 の 「 心 と 宗 寺 」 
の 中 に 、「Christian Today と 救世 軍 山 谷 少 佐 の ガチ ンコ 対決 」 と 
題する スレ ッ ド が 、 ハ ンド ルネ ー ム 「 地 引 網 」 氏 に よっ て 立て ら 
れ た 。 義勇 軍 ブ ログ 「Mystery of This Agel の 作者 を 自称 する 
「Mystery」 こ と 「23」 氏 や 、 明 ら か に 小生 の 意 を 波 ん で いる 
と 思わ れる 「 和 捕 報 省 」 氏 。 ク リス チャ ント ゥ デイ 側 の 意 を 波 ん で 
いる と 思わ れる 人 物 た ち 。 そこ に 、 中 立 の 立場 の 者 。 疑惑 提示 派 。 
疑惑 否定 派 。 そ の 他 、 多 数 の 者 が 入り 乱れ て 、 実 に 11000 以上 も 
の 書き 込み に よる 議論 の 応 醒 が 展開 され た 。 いま や 、 そ の すべ て 
を 読み 通す こと は 、 だ れ に も 不可 能 で あろ う 。 その 応 醐 の 中 で 、 
『 疑 惑 提 示 派 」 か ら は 、 次 の よう な 論点 が 示さ れ た 。 


(1) 張 在 吾 氏 の 統一 教会 前 歴 (大 学 原 理研 学舎 長 、 大 学 巡 回 伝 
道 団 団 長 、 国 際 基 督 者 学生 連合 事務 局長 、 鮮 文大 学 設立 準備 室 員 、| 


鮮 文大 学 教 授 ) に つい て 。 
(2) 張 氏 の 統一 教会 前 歴 の 証拠 の 核心 を な す 『 統 一 世界 』1977 
年 7 月 号 の 張 氏 執筆 記事 の 真 偽 つい て 。 

(3) メソ マッ ジス ト 系 聖 化 学院 が 統一 教会 に 買収 され て 成 和 学院 
( 成 和 神学 校 、 成 和 大 学 、 鮮 文大 学 ) RR 
(4) 鮮 文 大 学 設立 の 資料 の 核心 で ある 『 鮮 文大 学 30 年 史 』 の 
真 偽 に つい て 。 

(5) 張 氏 が 鮮 文 大 学 在職 中 の 1992 年 に 設立 し た 「 ハ ン ビ ッ ント 
大 学 宣 教会 」 に つい て 。 

(6) ハン ビッ ト 大 学 宣 教会 の 異端 嫌疑 を 記事 化し た 『 月 刊 現 代 
宗教 』 1997 年 7 月 8 月 号 の 記事 の 真 借 に つい て 。 

(7) 中 国 の キリ スト 教 サ イト 『 房 角 石 』 が 異端 と し て 告発 し て 
いる 「 中 国 イ エス 青年 会 」 に つい て 。 

(8)「 ダ ビデ 張 在 事 を 来 臨 の キリ スト と 教え 込む 異端 の 教義 」 
を めぐ る 、「 リ ッ ク ロ ス ・ カ ルト 教育 フォ ー ラ ム 」 の 脱会 者 証言 
と k 氏 資料 の 該当 箇所 に こつ いて 。 

(9)『 房 角 石 』『 月 刊 現代 宗教 『 リ ッ ャ クロ ス ・ カ ルト 教育 フォ 
ー ラ ム 』 と 日 本 の 脱会 者 証言 に 基づく 、 使 役 の 「 無 賃金 労働 」 に 
近い 実態 に つい て 。 

(10) オリ ヴェ ッ ト 大 学 の 前 身 で ある SCCSC (サザ ンク ロス 
神学 校 海外 キャ ン パ ス ・ ソ ウル 校 ) の 不透明 さ に つい て 。 
(11) k 氏 資料 に も と づく 「 ノ ア の 箱 舟 」 と し て の 「 上 兄弟 部 屋 
で の 集団 生活 」 と 「 関 連 企 業 で の 使役 」 に つい て 。 

(12) 日 本 の 脱会 者 証言 に 基づく 、「 ノ ル マ 責 金 」 と 「 消 費 者 
金融 か ら の 借り 入れ 」 に つい て 。 

これ ら の 論点 を 提示 する 根拠 と な る 「 資 料 」 を 、 小 生 が ブロ グ 上 
で 公開 し た り 、 あ る い は 有志 が 義勇 軍 サ イト で 公開 し た りす る こ 
と は 、 状況 的 に 見 て 困難 で あっ た 。 と いう の は 二 度 に 及ぶ サー 
バー 攻撃 の 直後 で 、 いま だ 防備 体制 の 強化 が 整っ て いな か っ た ゆ 
え 、 第 三次 サー バー 攻撃 は 、 な ん と し て も 回 避 し な けれ ば な ら な 
か っ た か ら で あ る 。 こ の た め 、 小 生 は 、「 資 料 」 を 、 ソ ソー シャル 
ネッ トワ ー キ ング サイ ト 「mixij」 内 の 非 公開 制 ・ 登 録 制 コミ ュ ニ 
ティ ー「Christian Today カル ト 疑 惑 」 に すべ て 移行 し 、 和 牙城 の f 
制 を 整え た 。「 明 損 表現 3 番 ] この コミ ュ ニ ティ ー に は 現在 、 十 
人 ほど が 参加 し て 、 情 報 の 交換 や 議論 を 深め 合っ て いる 。「2 ち 
や ゃ ん ね る 」 で の 議論 は 烈 を 極め あめ 、 ス レッ ド No.12 に お いて は 、 
つい に 、 ク リス チャ ント ゥ デイ 側 に 立つ と お ぼ し き 複 数 の 人 物 た 
ち が 、 救 世 軍 士官 や 救世 軍 職 員 が 「 児 童 へ の 性 的 上 待 」 な どの 和 刑 
法 犯 と し て 裁 か れ た 不祥事 を 、 世 界 各 地 の 新 聞 ジ ソー ス か ら 拾 い 集 
め て 来 て 、2 ち ゃ ん ね る 上 に 貼付 ける と いう 「 艇 志 戦 術 」 に 打っ 
て 出 た 。[ 太 損 表現 4 番 ] こ れ に より 、 も は や 議論 を 続け て も 、 永 
遠 の 「 泥 仕合 」 か ら 抜 けり 出る こと は で き な い と 判断 し た 「2 3」 
氏 や 「 情 報 省 」 氏 は 、2 ち ゃ ん ね る か ら の 一 方 的 な 撤退 を 宣言 し 
た 。 し か し 、 ク リス チャ ント ゥ デイ 側 に 加担 する と 見 られ る 人 物 
に よる 救世 軍 攻 撃 が 、2 ち ゃ ん ね る 上 で 収束 する 気配 は 、 今 の と 
ころ まだ 見 られ て いな い 。[ 髪 損 表 現 5 番 ] 


【 以 下 略 】 
記事 日 時 ・ タ イト ル 2007 年 3 月 11 日 
ダイ アリ ー 


掲載 ブロ グ 名 ・ 掲 載 | MAJOR MAK’S DIARY 
http://majormak.blogspot.jp/2007/03/blog-post_11.html 


< 朝 > 


朝食 (コー ヒー、 ト ー ス ト 、 ゆ で 卵 ) 


ET TR TIT I TGR RR TIRE ERENCE EERSTE 


datasste saa dti. 


8 村 


『 朝 日 新聞 』 朝刊 閲読 
洗い も の 


【 中 略 】 


< メモ ラン ダム > 


上 用 年 11 月 、 小 生 が ブロ グ の クリ スチ ャ ント ゥ デイ 関連 記事 全 削 
除 に 追い 込ま れ た 際 に 、 小 生 が 保持 し て いた デー タ を 流用 し て ブ 
ログ 界 に 第 二 戦 線 を 切り 開い て 下さ っ た 「 ボ ラン ティ ア 」 (義勇 
軍 ) が いた 。 


以下 は 、『 ク リス チャ ント ゥ デイ 問題 資料 』 に 掲載 し た 、 そ れ に 
関す る くだ り で ある 。 


【 中 略 】 
「 た い へ ん な こと に な る 」 と 言わ れ 、 大 変 な こと に 


この 二 つ っ つの 記事 を ブロ グ に 掲載 し た ら 、 ク リス チャ ント ゥ デイ 代 
表 の 高柳 泉 氏 か ら 和 電話 が か か っ て 来 た 。2006 年 10 月 28 日 ( 土 ) 
午後 1 時 頃 の こと で ある 。 内容 は 、「 ブ ログ の 記事 を 削除 し な さ 
い 。 さ も な けれ ば 、 大 変 な こと に な る 」 と いう も の で あっ た 。 こ 
れ に 対し て 小生 は 、「 ク リス チャ ント ゥ デイ は 、 堂 々 と キリ スト 
言論 の 前 に 姿 を 現し て 、 疑 惑 に 答え る べき で は な か ろう か 」 と 
の 問い を 投げ か けた 。 そ の 翌日 。10 月 29 日 (日 ) 午後 11 時 頃 
に 、 西 日 本 方 面 で の 伝道 キャ ン ペ ー ン か ら 帰 宅 し た 太田 晴久 少佐 
が 、 小 隊 ( 填 会 ) の 前 を 通り か か る と 、 窓 の すべ て に 有 目 張 り を し 
た 自動 車 が 、 小 隊 側 に 横付け し て 、 し か も 、 反 対 車線 側 に 駐車 し 
て いる の を 発見 し た 。 い ずれ 移動 する で あろ うと 見 張っ て いた 
が 、 一 向 に 動く 気配 が な い 。 そ こ で 太田 少佐 が 「 不 審 車 両 」 を 表 
察 に 通報 する と 、』10 分 憎 で 警官 二名 が 到着 し 、 車 に 乗っ て いた 
若者 二名 に 職務 質問 を 行い 、 任意 で 車 の 中 を すべ て 改め た 。 車内 
か ら 「 問 題 性 」 の ある も の は 発見 され な か っ た の で 、 玖 家 ら は 若 
者 二名 の 身元 を 免許 証 で 確認 する と 共に 、 た だ ち に 人 退去 せよ 、 と 
促し 、「 不 審 車 両 」 は 去っ て 行っ た の で ある 。 それ か ら 数 日 後 の 
11 月 1 日 ( 水 ) 未明 より 、 中 国 の 複数 の サー バー を 踏み 台 に し 
て 、 大 量 の スパ ム メ ー ル が 救世 軍 本 営 の サー バー に 送り つけ ら 
れ 、 こ の 「 サ ー バ ー ア タッ ク 」 に よっ て 、 サ ー バ ー が 機能 停止 に 
近い 状態 に 追い 込ま れ た 。 こ れ に 加え 、 小 隊 (教会 ) スタ ッ プ が 
言う と ころ に よれ ば 、 こ の 何 有 明か 、 小 隊 (教会 ) の 近辺 で 黒い ス 
ー ツ を 来 た 不審 な 若者 ら を 頻 繁 に 目撃 し 、 さ ら に 、 自 転 車 が パン 
ク す る 出来 事 が 起き て いる 、 と いう の で ある 。 こ うし た 事態 に よ 
っ て 、 ス タッ フ プ フ た ち は 「 パ ニッ ク 」 を 起こ し て し まっ た 。 小生 が 
クリ スチ ャ ント ゥ デイ の カル トト 疑惑 を ブロ グ で 提示 し て いる こ 
と を 、 ス タッ フ た ち は 、 少 し 前 か ら 知 っ て いた か ら で あ る 。[ 尼 
損 表 現 6 番 ] も ちろ ん 、 不 審 車 責 に せよ 、 サ ー バ バー 攻撃 に せよ 、 
不審 人 物 に せよ 、 自 転 車 の パン ク に せよ 、 お か し な 出来 事 が 連続 
で 起き て いる の は 事実 に し て も 、 そ れ ら を クリ スチ ャ ント ゥ デイ 
や ACM と 結び つけ る 「 科 学 的 証拠 」 は 、 一 切 存 在 し な い 。 だ が 、 
高柳 民 の 「 大 変 な こと に な る 」 と いう 電話 の メッ セー ジ が 、 こ れ 
ら 一 連 の 出来 事 と 「 心 理 的 」 に 結び つけ られ て 、 ス タッ フ た ちの 
パニ ッ ク を 引き 起こ し た の で あっ た 。 こ の 心理 的 因果 関係 は 、 科 
学 的 因果 関係 と は 別 の 次 元 で 、 ひ と つの 否 定 し 得 な い 事 実 で あっ 
た の は 、 確 か な こと で ある 。 


【 以 下 略 】 


- 2007 年 5 月 16 日 
画 明 半 甘 半 較 還 曽 画 隊 央 
掲載 ブロ グ 名 ・ 掲 載 | MAJOR MAK’S DIARY 
http://majormak.blogspot.jp/2007/05/blog-post _16.html 

以下 に 引用 する の は 、 小 生 が 2007 年 5 月 15 日 ( 火 ) の 午前 中 に 
東京 簡易 裁判 所 の 民事 第 6 室 2 係 の 担当 書記 人 官 を 訪問 し て 直接 手 
渡し た 「 暴 見 書 」 及 び 添 付 文 書 で ある 。 な お 、 引 用 文中 、 抹 消 線 
に よっ て 訂正 され て いる 人 箇所 は 、 東 京 地 裁 で の 第 一 回 口頭 弁論 の 
際 に 訂正 する 予定 に し て いる 。 


| 2007 年 (平成 19 年 ) 5 月 15 日 
東京 簡易 裁判 所 御中 


東京 都 杉 並 区 和田 2-21-39 
救世 軍 少 佐 山谷 真 


Rt 導 株 式 会 社 ク リス チャ ント ゥ デイ が 平成 19 年 (2007 年 ) 4 月 19 
te 日 9 日 に 東京 簡易 裁判 所 に 対し て 申し 立て た 「 損 害 賠 償 請 求 調停 


'. 申立 事件 」( 事 件 番号 : 平成 19 年 ( ノ ) 第 324 号 ) に つい て 、 当 
| 方 は 、 以 下 の 通 り 暴 識 を 申し 立て る も の で ある 。 
| " 異議 の 要点 


1. 当方 の ブロ グ の 記事 に よる カル ト 疑 惑 選 求 追及 は 、 公 益 性 の 
観点 に 照ら し て 、 名 准 肖 損 に は あたら な い 。[ 腎 損 表 現 7 番 ] 


2. 不審 事 穴 を ブロ グ に 掲載 し た の は 、 正 当 な 防衛 手段 で あり 、 
か つ 、 名 准 肖 損 に は あたら な い 。 


3. 申 立 人 は 匿名 ブロ グ 及 び 匿 名 掲示 板 に よっ て 当方 へ の 誹謗 中 
| 傷 を 繰り 返し て お り 、 そ も そ も 申 立 人 が 当方 に 対し て 損害 賠償 す 
| べき で ある 。 


4. 申立 人 に よる 損害 賠償 人 金 請求 額 の 算出 に 、 過 誤 が ある 。 


5. 当方 より すでに 和解 案 を 提示 し て いる 以上 、 東 京 簡易 裁判 所 
で の 民事 調 佑 に は 合理 的 必要 性 が な い 。 


1. 当方 の ブロ グ の 記事 に よる カル トト 疑惑 意 求 追及 は 、 公 益 性 の 
観点 に 照ら し て 、 名 准 眉 損 に は あたら な い 。[ 明 損 表現 8 番 ] 


IR EE ee 


当方 の ブロ グ の 記事 は 、 信 教 の 自由 を 構成 する 重要 不可 欠 の 要素 
で ある 「 宗 教 的 批判 」 の 自由 に 基づく も の で ある 。 


大 韓 民国 大 法院 で は 「 暴 端 を 批判 する 自由 は 、 言 論 の 批判 の 自由 


より も 、 保 障 さ れ な けれ ば な ら な い 」 と の 判例 が 出さ れ て いる 。 
(大 韓 民 国 大 法院 1996 年 9 月 6 日 宣告 判決 96 ダ 19246 判決 ) 


申立 人 に 対し 、 最 初 の 宗教 的 批判 を 行っ た の は 韓国 キリ スト 款 界 
で あり 、 続 いて 行っ た の は 、 そ の 報道 を 受け た 日 本 キリ スト 教 界 
だ っ た の で あっ て 、 そ こ に て 批判 され た 疑惑 は 、 今 日 な お 解消 さ 
れ て いな い 状 態 に ある 。 当方 は これ ら を 継承 する 立場 で 、 新 資料 
を 加味 し て 「 宗 教 的 批判 」 を 進め た の で あり 、 カ ルト 疑惑 の 追求 
追及 は 、 こ れ ま で の 日 韓 両 キリ スト 教 界 の 公益 擁護 の 観点 に 照ら 
し て 適う も の で ある と 考え る 。[ 尼 損 表現 9 番 ] 


申立 人 は これ まで 自 紙 社説 に て 「 宗 教 的 批判 」 の 自由 を うた っ て 
きた の だ か ら 、 今 回 当方 の ブロ グ を 提訴 の 威 蹴 を も っ て 削除 させ 
よう と 試み た の は 自己 矛盾 で あり 、 申 立 人 は 本 来 、 言 論 の 公 器 た 
る 自 紙 に お いて 堂々 と 論 駿 記事 を 掲載 する こと で 、 疑 惑 の 解消 に 
努め る べき で あっ た 。 


【 中 略 】 


当方 は 、 ク リス チャ ント ゥ デイ 元 編集 長 の 両親 か ら カ ルト 相談 を 
受け た こと を きっ か け に 、 内 部 資料 を 入手 し 、 脱 会 者 複数 と 接触 
を 持ち 、 新 た な 疑惑 が 存在 する こと を 確認 し 、 カ ルト 専門 家 を 含 
む 関 係 各 方 面 に 通知 する と 共に 、 日 本 キリ スト 教 界 の 公益 を 擁護 
する た め に 、 ブ ログ の 記事 に よっ て 疑 惑 の 提示 を 行っ て 来 た 。 


画 四 正章 四 四 思 四 前 還 因 
還 思 正四 思 上 正四 敵 因 還 四 四 天 因 還 大 還 較 下 還 還 固 天 前 囲 還 
LUBE 
正四 四 四 正四 本 四 下 凍 還 四 四 四 四 四 団 還 表 末 団 還 還 団 正四 靖 還 
正四 正四 天正 亜 還 天明 瑞 回 因 還 天正 天下 末 還 本 本 末田 導 還 
天下 正四 本 正四 還 四 一 拓 還 固 四 丁 直 因 前 還 末 四球 天球 本 本 前 
画 間 間 四 思 四 で あ 
り 、 申立 人 を めぐ る 日 韓 両 キ リス ト 教 界 で の これ まで の 対応 の 経 
緯 を 鑑み て 、 当 方 の ブロ グ の 記事 に よる カル トト 疑惑 妃 求 追及 は 、 
公益 性 の 観点 に 照ら し 、 名 准 避 損 に は あたら な いと 考え る 。 上 [ 
損 表 現 1 0 番 ] 


な お 、 当 方 が 、 如 何 な る 要件 を も っ て カル ト と 考え る か に つい て 
は 、 当 方 が 1997 年 に 開設 し た ウェ ブサ イト 「 キ ャ プ テ ン ・ マ ク 
の ペー ジ 」 に 2000 年 5 月 か ら 掲 載 し て いる 「 カ ルト に つい て の 
ノー ト 」 に よっ て 、 人 公衆 に 対し 広く 明示 され て いる 
(http://www. geocities.jp/captain_makoto_yamaya/ 

cultcaution.html) 。 

すなわち 、 当 方 が 理解 する と ころ の カル ト と は 、 以 下 の も の で あ 
る 。 


Rt | 【 中 略 】 
. 甲 3 号証 


高柳 山谷 会 談 分 析 と 評価 (第 2 版 ) 


作成 者 救世 軍 少 佐 山谷 在 
makoto.yamaya@salvationarmy.or.jp 
http://majormak.blogspot.com 


は し じ め に 


世界 各国 で 活動 し て いる オン ライ ン の キリ スト 教 メ ディ ア 企 業 
「 ク リス チャ ント ゥ デイ 」 (http://christiantoday.co.jp) 及び その 関 
連 諸 団体 が 、 元 統一 教会 中 枢 メ ン バ ー 張 在 事 氏 を 「 来 臨 の キリ ス 
ト 」 と 信 奏 する カル ト 団 体 で は な いか 、 と の 疑惑 を 小生 が ブロ グ 
で 提示 し て 以来 、 ネ ッ ト 上 で 激論 が 戦わ され て 来 た 。 そ の 発端 と 
疑惑 の 全容 に つい て 、『 ク リス チャ ント ゥ デイ 問題 資料 』 に ま と 


め て 掲載 し て いる 。 
_(http://www.salvos.com/makotoyamaya/ct_resource.pdf) [ 勤 損 表現 
1 1 番 ] 
【 中 略 】 
; 1. 会 談 の 目的 と する と ころ 
: 高柳 泉 氏 は 、 小生 が ブロ グ で 提示 し た 「 ク リス チャ ント ッ ゥ デイ 笑 


惑 」 を 全面 否定 する 立場 か ら 、 過 去 再 三 再 四 ブロ グ の 記事 削除 を 
要求 し て 来 た 。 ま た 、 ネ ッ ト 各 所 の 「 議 論 」 を 中 止 す る よう 求め 
て 来 た 。 加え て 、 小 生 の ブロ グ に 「 ク リス チャ ント ゥ デイ の カル 
ト 疑 惑 は 解除 され た 」 と の 一 文 を 掲載 する よう 、 求 め て 来 た 。 


高柳 氏 が 太田 少佐 を 仲介 人 に 立て て 開催 を 求め た 「 高 柳 山 谷 会 
談 」 は 、 小 生 が 提示 し た 疑惑 に 対し 、 納 得 の 行く 合理 的 説明 を 高 
柳 氏 が 与え る こと に より 、 小生 が 抱く 疑惑 を 解き 、 も っ て 小生 の 
| ブロ グ に 「 ク リス チャ ント ゥ デイ の カル トト 疑惑 は 解除 され た 」 と 
| の 一 文 を 掲載 させ る こと 、 か つ 、 ブ ログ の 該当 記事 を 削除 させ る 
こと を 有朋 的 と し て いる 。 

小生 は 、 上記 の 趣旨 を 受け 入れ 、 会 談 が 公正 に 行わ れる こと を 保 
障 す る た め 、 会 談 に 臨む に あたり 、 以 下 の 方 針 を 定め た 。 す なわ ね わ 
ち 


【 中 略 】 
8. 評価 に 基づく 判断 
以上 述べ た 評価 に 基づき 、 小 生 は 次 の よう に 判断 を 行う も の で あ 
る 。 


「 ク リス チャ ント ゥ デイ 及び その 関連 諸 団 体 の 異端 粒 疑 及び カ 
ルト 疑惑 は 解消 され な か っ た 」[ 損 表現 1 2 番 ] 


【 中 略 】 
甲 4 号 


soem gn TT 


和解 案 


東京 都 中 央 区 日 本 橋 2-1-21 

第 2 東洋 ビル 3 階 

株式 会 社 ク リス チャ ント ゥ デイ 代理 人 
弁護 士 石上 麟太郎 殿 


[中 路 】 
第 8 項 和解 契約 書 ( 案 ) 


救世 軍 少 佐山 谷 真 (以下 「 甲 」 と いう ) と 株 式 会 社 ク リス チャ ン 
トウ ッ ゥ デイ (以下 「 乙 」 という) は 、 甲 選 問 に お いて 生じ た 下記 
の 和 争い に つき 、 以下 の と お り 和 解 し 、 争 い を 停止 する こと に 合意 
尼 ら 

(争い の 事実 ) 


1. 甲 は に関し て 以下 の 主張 を 行っ て いる 。 

(1) 乙 は 「 ア ポス トロ ス ・ キ ャ ン パ ス ・ ミ ニス トリ ー」・「 ア 
ポス トロ ス ・ ミ ッ シ ョ ン 」・「 イ エス 青年 会 」・「 ジ ュ ビ リー・ ミ ッ 
ショ ン 」・「 オ リヴ ェ ッ ト 神 学校 」・「 ク ロス マッ プ 」・「 ブ レス キャ 
スト 」「 昌 本 キリ スト 教 長 老 教 会 」 等 々 と 信条 的 ・ 神 学 人 的 ・ 人 的 ・ 
資金 的 な 面 に お いて 有機 的 な ー 体 関係 に め る と 思わ れる こと 
(2) 乙 の 創立 者 で ある ダビ デ 張 在 事 牧 師 が 1997 年 まで 統一 
填 会 に お いて 統一 神学 を 教授 する な ど 統 一 教会 内 に て 中 心 的 な 
役割 を 果たし て きた こと 

(3) ダビ デ 張 在 亭 牧 師 が 1997 年 以降 に 悔い 改め て 、 正 統 的 
な キリ スト 教 筆 と な っ た 記録 が 見 出せ な いこ と 

(4) ダビ デ 張 在 亭 牧師 が 上 記 の 悔い 改め の 実 と し て 反 統 一 示 
会 の メッ セー ジ ・ 行 動 の 記録 が 確認 で き な い こと 

(5) 乙 の 関連 団体 の ーー っ つ で ある 東京 ソフ ィ ア 教会 に お ける 講 
義 録 か ら る の カル ト 性 ・ 異 端 性 が 指摘 で きる こと [ 肖 損 表現 1 3 
番 ] 

(6) 上記 (5) の 「 東 京 ツ ソフ ィ ア 教会 に お ける 講義 録 」 は 所 
有 者 の 両親 か ら コ ピー の 提供 を 受け 、 そ の 許諾 を 得 て 入 手 し た 経 
緯 ま で を 公開 し た も の で ある こと 


2. 乙 は 甲 に 対し て 以下 の 主張 を 行っ て いる 。 

(1) 「 東 京 ソ フィ ア 教 会 に お ける 講義 録 」 及 びそ の 入手 経緯 
の 公開 は 所 有 者 の 許諾 を 得 な か っ た も の で あり 違法 性 が ある こ 
と 

(2) 上記 (1) に 関し て と は 甲 に 謝罪 を 求め る こと 

(3) 乙 は 甲 に 対し て 告訴 を する 人 準備 が ある こと 

(4) 乙 は 正統 的 な を リス ト 教 信仰 に 基づく 団体 で あり 、 乙 が 
異端 ・ カ ルト で は な いか と の 甲 の 疑問 は 全く 不適 切 で ある こと 


(和解 方 法 ) 


3. 乙 は 甲 の 誤解 を 解く た め に 以下 の こと を 行う 

(1) 乙 は 「 ア ボ ポスト ロス ・ キ ャ ン パ ス ・ ミ ニス トリ ー」・「 ア 
ポス トロ ス ・ ミ ッ シ ョ ン 」・「 イ エス 青年 会 」・「 ジ ュ ビ リー・ ミ ッ 
ショ ン 」・「 オ リヴ ェ ッ ト 神 学校 」・「 ク ロス マッ プ 」・「 ブ レス キャ 
スト 」『「 日 本 キリ スト 教 長 老 教 会 」 等 々 と 信条 的 ・ 神 学 的 ・ 人 的 ・ 
資金 的 な 面 に お いて 有機 的 な 一 体 関 係 に ある と 思わ れる こと を 
認め る 。 


記事 日 時 ・ タ イト ル 


掲載 ブロ グ 名 ・ 掲 載 
先 URL 


記事 内 容 


(2) 上 記 1. の (2) か ら (4) に 関し て は 平成 20 年 6 月 15 
日 まで に 反論 に 必要 な 資料 を どの この ホー ムペ ー ジ 上 に 詳細 に 公開 
する 。 

(3) その 上 で 、 ダ ビデ 張 在 享 牧 師 は 来 臨 の キリ スト で は な い 
こと を 同じ く 乙 の ホー ムペ ー ジ 上 に 掲示 する 。 

(4) 乙 は 甲 に 対し て 無礼 な 言動 が あっ た こと を 謝罪 する 。 


4. 甲 は 上 記 を 確認 し た 後に 速やか に 以下 の こと を 行う 
(1) 甲 の ブロ グ に 「 乙 の カル トト 疑惑 は 氷解 し た 」 と 掲示 する 


( 甲 ・ ど が それ ぞ れ の 責務 を 果たせ な か っ た 場合 の 措置 ) 


5. 甲 は の の カル ト 疑 惑 等 に つい て ブロ グ を 含む 公開 の 場 に お 
いて 章 求 追及 を 行う [ 明 損 表現 1 4 番 ] 


6. 乙 は 甲 を 違約 し た こと を 同様 に ブロ グ を 含む 公開 の 場 に て 
言及 で きる 


【 以 下 略 】 


クリ スチ ャ ント ゥ ッ デ イ 有 問題 を 最終 総括 する 


MAJOR MAK’S DIARY 
http://majormak.blogspot.jp/2007/07/biog-post_6607.html 

用 年 2 月 16 有 昌 に 「 ア ポス トロ ス ・ キ ャ ン パ ス ・ ミ ニス トリ ー と 
いう 団体 」 と 題する 記事 を 当 ブ ログ に 上 梓 し た こと か ら 始 まっ た 
還 曽 凍 因 回 男 還 本 陣 団 肖 凍 上 還 画 圧 固 男 思 直 上 因 大 瑞 還 肖 還 
正四 天正 沿 也 
天正 天下 正四 
LE 
EE 
題 画 理 画 画 画 画 この 「 感 覚 」 を 先方 が 持っ て いる の だ と し た ら 、 
事実 上 、 戦 は 決し て いる 。 そ れ で 、 最 終 総括 を する こと と し た 次 
第 。 


【 中 略 】 


上 記 の よう な 「 反 応 」 は 、 通 常 の キリ スト 教 メ ディ ア か ら は 到底 
考え られ な いこ と で あり 、 画 画 男 天天 間 画 天天 回 還 団 前 拓男 男 
還 下 正四 四 困 回 男 困 四 四 間 四 四 還 本 還 天 因 還 困 下 正四 四 還 了 陳 
天 画 画 四 下 


これ ら の 「 反 応 」 が すべ て 、 ク リス チャ ント ゥ デイ 関係 者 及び 張 
氏 の 弟子 等 に よっ て 行わ れ も た も の で ある と の 前 提 に 立つ な ら ば 、 
小生 の 心証 に 照 らし て 、 ク リス チャ ント ゥ デイ の 上 暴 端 カル ト 疑 惑 
は 確実 に く 黒 > と 断定 する こと に な る 。[ 明 損 表現 1 5 番 ] 


よっ て 、 小生 は 、 全 世界 の キリ スト 者 に 対し 、 張 在 吾 氏 の 関連 団 
体 、 わ け て も 、 ク リス チャ ント ゥ デイ に つい て 、 上 直ちに 最大 限 の 
警戒 態勢 を 取る よう 、 警 鐘 を 鳴ら す も の で ある 。 


2007 年 8 月 1 日 
神学 論争 イン デック ス 
MAJOR MAK’S DIARY 
http://majormak.blogspot.jp/2007/05/blog-post_2093.html 

「 ク リス チャ ント ゥ ッ ジ デイ 対 山谷 裁判 」 東 京 地裁 判決 に つい て 日 本 
の キリ スト 教 メ ディ ア 『 ク リス チャ ン 新 聞 』2013 年 12 月 8 日 号 
が 報道 し まし た 。 


記事 日 時 ・: タ イト ル 
掲載 ブロ グ 名 ・ 掲 載 
先 URL 


【 中 略 】 
クリ スチ ャ ント ゥ デイ 問題 と は 2 


統一 教会 (世界 基督 教 統 一 神 寺 協 会 ) 入 心 メン バー で あっ た 張 在 
吾 氏 (学舎 長 、 巡 回 伝道 団 団 長 、 ICSA 事務 局長 、 鮮 文大 学 教 授 ) 
が 、 自 分 自身 を 「 来 皿 の キリ スト 」 と し て 若者 た ち に 教え 込み 、 
張 氏 が 設立 し た 関連 団体 (A4CM、 イ エス 青年 会 、 EAPC 等 ) と 関 
連 企 業 (クリ スチ ャ ント ゥ デイ 、 ク リス チャ ン ポ スト 、 ジ ュ ゼ ビリ 
ー ミ ッ シ ョ ン 等 ) に 献身 させ て 、[ 肖 損 表現 1 6 番 ] 無償 労働 を 
させ て いる 上 、 そ うし た 実態 を 細 塗 し つつ 、 世 界 福音 同盟 (WEA) 
へ の 授 透 を 企 て 、 成 功 を 収め つっ ある 、 と いう 疑惑 で す 。 


被害 者 家族 か ら 疑 惑 の 証拠 と な る 資料 の 提供 を 受け た 山谷 が 、 
2006 年 9 月 か ら ブ ログ で 追及 を 始め 、 ク リス チャ ント ゥ デイ か 
ら 1000 万 円 の 損害 賠償 請求 の 民事 調停 を 経て 、2008 年 に 210 万 
円 の 損害 賠償 請求 の 民事 裁判 を 提訴 され 、2013 年 11 月 に 判決 し 
記事 内 容 まし た 。 こ の こと が 、『 ク リス チャ ン 新 聞 』『 キ リス ト 新 聞 』『 リ 
バイ バル 新聞 』『 ニ ュー スミ ッ シ ョ ン 』『 ゴ ッ ド ピー プル 』『 ア ー 
メン ニュ ー ス 』『 ニ ュー スエ ェ エンジョイ 』『 月 刊 現 代 款 教 『= ニ = ュー 
スパ ワー』『 エ キュ メニ カル プレ ス 』『 基 較 教 論壇 報 』『 基 督 新 聞 
社 』『 荒 野 の 声 』『 香 港 経済 日報 』『 時 代 論 壇 』『 ク リス チャ ント 
ゥ デイ US』「 韓 国 CBS テレ ビ 」 等 の 内 外 メ ディ ア で 取り 上 げ ら 
札 ま むむ な だ ?。 


[中 略 】 


画 SNS ミク シィ ・ 非 公開 券 録 制 コ ミュ 「Christian Today カル ト 
疑惑 」[ 明 損 表現 1 7 番 ] 


ミク シィ ・ コ ミュ に つき まし て は 、 登 録 申請 を 頂 し まし た ら 、 
次 の 基準 で 簡単 な 審査 を させ て 頂き ます 。 (1 ) 教会 教職 者 、 神 
学生 、 人 信徒 の いずれ か で あっ て 、(2) コミ ュ メ ン バ ー か ら の 推 
薦 ・ 紹 介 が ある こと 。 あるいは 、(3〕) コミ ュ メ ン バ ー の 誰か と 
直接 間接 の 面識 が ある こと 。 あるいは 、(4) 所 属 教会 と 住所 な 
ど 個 人 情報 の 一 部 を 開示 する こと 。 まれ に 、 御 期待 に 添え な い 場 
合 が あり ます こと を 、 あ ら か じ め ご 了承 くだ さい 。 


『 以 下 略 】 


2008 年 1 月 18 日 
王 画 天下 政 還 
MAJOR MAK’S DIARY 
http://majormak.blogspot.jp/2008/01/blog-post_18.html 

は S06 お 本 日 午前 11 時 頃 、 株 式 会 社 ク リス チャ ント ゥ デイ の 代表 取締 役 
で ある 高柳 泉 氏 が 、 救世 軍 本 営 に 太田 晴久 少佐 を 訪れ 、 面談 し た 
由 。 太田 少佐 は 「 私 人 」 の 立場 を 銘 記 し た 上 で 、 高 柳 氏 か ら 約 3 
時 間 に 渡 る 話 を 聞い た 。 夕刻 、 太 田 少佐 か ら 報 告 を 頂 散 し た 。 


記事 日 時 ・ タ イト ル 


[中 略 】 


Makoto Yamaya さん の コメ ント ..… 
以下 、 太 田 少 佐 と 高柳 氏 と の や り と り の 要約 で す 。 


(1) 太田 少佐 が 「 あ な た と の 交渉 は 、 昨 年 あな た が 巾 谷 を 裁判 
所 に 訴え た 時 点 で 、 あ な た か ら 『 い ろ い ろ お 世話 に な り ま し た 1』 
と 最後 の 反 拶 を も ら っ て 、 そ れ で 完全 に 終わ っ て し まっ た は ず で 
ある 。 その後 、 あ な た か ら は 連絡 は な いし 、 安 原 氏 と の 交渉 も 、 
不誠実 な 対応 の た め に 、 終 わっ て し まっ た 。 そ を それから 一 年 も た っ 
て 、 い っ た いわ た し に どう いう 話し が ある の か が か?」 と 切り 出す と 、 
高柳 氏 は 「 と に か く 、 出 谷 の 英語 の ブロ グ を 削除 し て ほし い 」 と 
繰り 返し た そう で す 。 


(2) 対し て 太田 少佐 が 「 わ た し は も う 、 山 谷 側 の 仲介 人 で は な 
いか ら 、 交渉 の 仲介 役 を 果たす こと は で き な い 。 わ た し に 話し を 
し て も 無駄 で ある 」 と 答え る と 、 高 柳 氏 は 「 仲 介 人 と し て で は な 
く 、 山 谷 の 上 司 と し て の 立場 に 対し て 、 お 願い し て いま す 」 と 述 
だ と の こと る 


(3) さら に 太田 少佐 が 「 石 上 弁護 士 に は 、 今 も 代理 人 を お 願い 
し て いる の か ?」 と 質問 する と 、 高 柳 氏 は 、 こ れ に は 返答 せ ず 。 
し か し 、「 わ た し た ち は 、 最 初 か ら 裁 判 す る つも りな ど あ り ま せ 
ん で し た 」 と 述べ た と の こと 。 そ れ に 対し て 、 太 田 少 佐 が 「 じ ゃ 
あぁ あ 、 今 後 一 切 裁 判 は し な いと いう こと な の か 。 そ を それで は 、 帆 谷 が 
英文 ブロ グ を 削除 し な か っ た 場合 は 、 ど うす る の か "2?」 と 問い た 
だ す と 、 高 柳 氏 は 「 裁 判 に 訴え る か も し れ な い 」 と 返答 し た 由 。 


(4) また 、 太 田 少 佐 が 「 上 昨年 の 高柳 山谷 会 談 で 財務 諸表 を 出す 
と 言っ た が 、 あ れ は どう な っ た の か?」 と 問い か ける と 、 高 柳 氏 
は 「 あ の 場 で は 出す と 答え た が 、 有 財務 諸 表 に いろ いろ と 不備 が あ 
り 、 ま た 、 和 賃金 も 最低 賃金 に 達し な いも の で あり 、 そ れ を 開示 す 
る と 、 い ろ る いろ と 突っ 込ま れる こと に な る の で 、 出 すこ と が 出来 
な か っ た 。 し か し 、 財 聞 諸 表 を 作っ て いな いわ け で は な い 」 と 弁 
明 し た 由 。 


(5) その 後 、 高 柳 氏 は 、「 自 分 は キリ スト の た め 、 宜 教 の た め 
に 命 を 捧げ る 覚悟 が で き て いる 。 自分 は どう な っ て も よい 」 と い 
う よ う な 内 容 を 、 自 分 自身 に 対し て 言い 聞か せる よう に し て 、 し 
か も 、 説 教 調 で 、 喋 り 始 め た と の こと 。 こ の あたり か ら 、 高 柳 氏 
の 様子 が 尋常 で は な く な り 、 涙 を 流し 、 延 々 と 語り 続け た 、 と い 
うこ と で す 。[ 明 損 表 現 1 8 番 ] 


記事 日 時 ・ タ イト ル 


掲載 ブロ グ 名 ・ 掲 載 
先 URL 


高柳 山谷 会 談 
ダビ デア ン 用 語 
http://davidianglossary.blogspot.jp/2007/11/blog-post_9508.html 


株 式 会 社 ク リス チャ ント ゥ デイ 代表 取締 役 の 高柳 泉 と 、 ダ ビデ ア 
ン 異 端 カ ルト 疑惑 の 追及 者 で ある 山谷 少佐 が 2007 年 1 月 25 日 に 
行っ た 会 談 。[ 髪 損 表 現 1 9 番 ] 双方 の 同席 者 と 仲介 人 合わ せ て 
9 名 が 出席 し た 。 こ の 会 談 の 結果 、 山 谷 少 佐 は 「 疑 惑 は 晴れ な か 
っ た 」 と の 結論 を 示し た 。 


2007 年 元 財 か ら ブ ログ で の ダビ デア ン 上 異端 カル ト 疑 惑 の 追及 を 
再開 し た 山谷 少佐 に 対し て 、 ダ ビデ アン は 「 ブ ログ の 削除 か 裁判 
か 」 の 態度 決定 を 迫っ た が 、 山 谷 少 佐 が 削除 を 拒否 し た た め 、 ダ 
ビデ アン は 仲介 人 で ある 太田 少佐 を 通じ て 「 高 柳 山 谷 会 談 」 の 開 
催 を 要求 し た 。[ 英 損 表現 2 0 番 ] 出席 者 は 以下 の 通り で ある 。 


【 以 下 了 略 】 


記事 日 時 ・: タ イト ル 


幹事 専用 サイ ト 


掲載 ブロ グ 名 ・ 掲 載 
先 URL 


ダビ デア ン 用 語 
http://davidianglossary.blogspot.jp/2007/11/blog-post_15.html 

全 世 界 の ダビ デア ン を 結 赤 イン トラ ネッ ト ・ シ ステ ム 。 幹事 以上 
の メン バー に 配布 され る アカ ウン ト と パス ワー ド で し か 入室 で 
き な い 。 幹事 の 立ち 会 い の 下 で あれ ば 、 幹事 以下 の メン バー が 関 
覧 する こと が 許さ れる 。 


ダビ デア ン と いう 暴 端 カル ト の 特徴 は 、 イ ンタ ーネット 上 に 構築 
され た グロ ー バ ル な イン トラ ネッ ト を 根幹 に 形成 され て いる 点 
に ある 。 外 部 に 対し て は ACM や イエ ス 青 年 会 や EAPC や クリ ス 
チャ ント ゥ デイ や ベレ コム な ど 、 諸 団 体 ・ 諸 企業 に 分 か れ て 運営 
され て いる よう に 「 見 える 」 が 、 内 部 、 つ まり 、 イ ント ラ ネ ッ ント 
の シス テム 内 で は 、 諸 団体 ・ 諸 企業 は 完全 に シー ムレ ス に 統一 さ 
れ た 「 共 同体 」 で ある 。[ 明 損 表現 2 1 番 ] 


【 以 下 略 】 


記事 日 時 ・ タ イト ル 
掲載 ブロ グ 名 ・ 掲 載 | ダビ デア ン 用 語 
http://davidianglossary.blogspot.jp/2007/1 1/blog-post_8022.htmil 

2 ちゃ ん ね る で 、 ダ ビデ アン の 意向 を 受け て 、 救 世 軍 を 誹謗 中 傷 
する 書き 込み を 行っ て いる コテ ハン (固定 ハン ドル )。 


ダビ デア ン の 異端 カル ト 追 及 を 行っ て いる 山谷 少佐 の 口 を 封じ 
る た め に 、 ダ ビデ アン の 委託 を 受け て 、 巨 大 掲示 板 「2 ち ゃ ん ね 
る 」 で 、 山 谷 少 佐 の 所 局 教 団 「 救 世 軍 」 を 誹謗 中 傷 す る 書き 込み 
を 行っ て いる コテ ハン (固定 ハン ドル )。 会 社 法 に つい て の 知識 
の 欠如 を コテ ハン 「 暇 人 」 に 又 填 され 、 一 度 は 謝罪 し て 、 書 き 込 
み を 止め た が 、 コ テハ ン 「 サ ンチ ャ ゴゴ 」 に マイ ミク (ソーシャル 
ネッ トワ ー ク サー ビス ・ ミ クシ ィ の 友人 登録 ) を 切ら れ た こと か 
ら 逆 上 し 、 あ り と あら ゆる 方 法 を 使っ て 山谷 少佐 と 救世 軍 を 誹謗 
中 傷 す る 書き 込み を 続け て いる 。 昆 布 の 活動 が ダビ デア ン の 要請 
と 委託 を 受け て 行わ も て いる こと は 明らか で ある 。[ 明 損 表現 2 
2 番 ] 山谷 少佐 は 2 ちゃ ん ね る 対策 掲示 板 「 に ちゃ ん れ す 」 で 、 
反訴 の 際 に 昆 布 に 求め る 立証 責任 を 「 反 訴 項 目 類 和 」 と し て 列挙 
し 、 訴 訟 準備 を 進め て いる 。 尼 布 も 、 裁 判 に な る こと を 覚悟 し 、 
「 裁 判 マ ダ ア ?」 の 書き 込み を 繰り 返し て いる 。 昆布 に 対し て は 
「 未 世 軍 を 叩き た いな ら そ れ 専 用 の スレ で 叩け 。 スレ 違い だ 」 と 
の 指摘 が 九 十 以上 前 を 数 える スレ か ら 繰 り 返 され て 来 て いる が 、 
全く 聞く 耳 を 持た な い 。 こ の こと か ら 、 単 に 目立ち た が り 、 騒 ざ 
た い だ け の 幼稚 な 人 格 が 、 ダ ビデ アン の 意向 に 合致 し て し まっ た 
結果 で ある と の 観測 も 一 部 で な され て いる 。 


CCK-J 総会 長 名 文書 

ダビ デア ン 用 語 
http://davidianglossary.blogspot.jp/2007/11/cck-j.html 
在 日 韓国 基 較 教 総連 合 会 (CCK-J) 総会 長 が 、CCK-] の 「 ク リス 
チャ ント ゥ ッ ゥ デイ 対 策 決議 」 を 山谷 少佐 の 提 造 と 断定 し た 文書 の こ 
と 。 受 領 人 は 日 本 キリ スト 教 協 議会 (NCC) で ある 。 


記事 日 時 ・ タ イト ル 
掲載 ブロ グ 名 ・ 掲 載 
先 URL 


CCK-J ( 在 晶 韓国 基督 教 総連 合 会 ) 東日本 地方 会 は 2007 年 2 月 
13 日 開催 の 実行 委員 会 (会場 ・ 在 日 大 韓 YMCA) に 山谷 少佐 と 
根田 祥 一 氏 を 招請 し て 事情 聴取 し た 結果 と し て 「 ク リス チャ ント 
ゥ デイ 対策 決議 」 を 行い 、 そ の 内 容 を 同年 2 月 14 日 午前 0 時 38 
分 付 に て 教会 連合 機関 、 メ ディ ア 、 法 草 関 係 者 に 回 覧 し た 。 そ の 
内 容 が 后 年 2 月 22 日 に 山谷 少佐 の ブロ グ で 報じ られ た た め 、 憶 
て た EEE 
天天 正四 正四 加里 瑞 球団 四 四 還 田 弄 還 時 四 四 囲 四球 還 軸 王 還 
還 還 正四 四 天天 田 四 一 四 天 四 四 還 還 四 四 還 末 還 四 還 末 凍 陣 
下戸 還 四 相戸 四 計 四 困 町 団 町 医 還 還 天 胃 四 末 還 還 
四 珈 四 還 下田 還 還 田 下 四条 四球 表 四 還 半田 一 末 還 団 下田 田 還 
天正 還 四 四 四 一 上下 球 加 四 四 末 四 四 四 団 四 胃 四 相 明 四 天 男 還 
画 還 正直 四 上 還 上 正四 還 胃 四 四 還 間 団 生 時 末 頑 四 前 画 天 肖 画 男 
正男 男 末 四 正四 団 正 還 団 団 四 天球 還 還 因 四 
画 下 正四 間隔 四 田 四 思 還 四 珈 還 四 四 困 団 正四 還 加 正四 環 間隔 
一 天 四 下田 胃 四 珈 導 団 困 団 表 囲 四 四 間 四 下 前 珈 画 園 疾 画 還 
天下 四半 詳 団 正四 団 因 天 因 表 団 還 思 団 画 四球 古園 還 面 面 章 
四 丘 下 還 四球 四 還 田 因 正 百 財団 珂 正四 正 四 四 還 下 相 田 田 四 
天下 下 還 還 四 四 団 因 珈 四 本 四球 正四 本 四半 団 珈 四 剖 正田 一 還 
天正 因 還 上 正 因 団 還 末 四 球団 正四 因 正明 天 舞 末 画 下 還 還 画 者 理 
下 四 還 正四 相田 生 団 四 加 一 困 四 田 下 上 還 因 珈 肖 団 末 古 昭 四 
正四 四 四 正四 本 因 四 上 田 団 本 末 四 困 四 昭 還 固 四 四 末 下 前 団 還 
還 四 正四 一 本 四 田 因 天天 囲 二男 還 天明 固 男 画 還 さら に 、2 ち ゃ ん 
ね る で クリ スチ ャ ント ゥ デイ 工作 員 と 目 さ れる 「 ク トゥ ファ ン 」 
が 同 記事 を 引用 し て 、 誹 謗 中 傷 と 名 准 肖 損 を 繰り 返し た の で 、[ 藝 
損 表 現 2 3 番 ] 激 想 し た 山谷 少佐 は 「 和 解 交 渉 の た め の 了 予備 的 次 
渉 は 完全 に 崩壊 し た 」 と 「 和 解 の 破 綻 」 を 宣言 し た 。 礁 後 、 ク ト 
ッ フ ァ ン は 「 和 解 の 破綻 者 」 と 呼ば れ て 、2 ち ゃ ん ね る か ら 姿 を 
消す + すこ と と な る 。 現在 、 山 谷 少佐 は 、「CCK-J 総会 長 名 訂正 謝罪 
文書 の 提出 が 和解 交渉 再考 の た め の 絶 対 条 件 」 と の 立場 を 堅持 し 
て いる 。 


[以下 略 】 


記事 日 時 ・ タ イト ル 
掲載 ブロ グ 名 ・ 掲 載 


新入 大 学生 の みな さん へ 
新入 大 学生 の みな さん へ : クリ スチ ャ ント ゥ デイ の 真実 
http://newcollegiate.blogspot.jp/2008/01/blog-post.html 

クリ スチ ャ ント ゥ デイ の 真実 

還 画 天 


、 [中略 】 
2 【 ク リス チャ ント ゥ デイ を 疑う キリ スト 教 界 】 


下 本 四 EN 
EE 
EERE 
画 再 置 ダ ビデ 張 の 団体 に 対す る カル ト 疑 惑 は 、 日 本 や 中 国 、 香 港 
を 初め 、「 ク リス チャ ント ゥ デイ 」 が 活動 し て いる 各国 で 広まっ 
て いま す 。[ 監 損 表 現 2 4 番 ] し か し 、 創 始 者 で ある ダビ デ 張 が 
統一 教会 の 運営 ノウ ハウ を 就 知 し て いる た めか 、 な か な か その 実 
態 を 明らか に し ませ ん 。 


日 本 に も 、「 ク リス チャ ント ゥ デイ 」 に 対す る 異端 カル ト 疑 惑 を 
訴え る 人 た ちがい ます 。 し か し 、 匿 名 の ブロ グ や 匿名 臣 大 掲示 板 
「2 ちゃ ん ね る 」 で 個人 情報 を 晒さ れ た り 、 不 和 審 者 に ま と わ り つ 
か れ た りす る な どの 被害 が 起き て いま す 。[ 髪 損 表 現 25 番 ]「 ク 
リス チャ ント ゥ ッ ゥ デイ 」 に 対す る 位 疑 を 公式 に 発表 し た 在 日 韓国 基 
叔 教 総連 合 会 (CCK-]) に は 、「 ク リス チャ ント ゥ デイ 」 韓 国語 
版 の 社員 が 直接 訪問 し て 圧力 を か け 、 連 日 連夜 の 抗議 の 電話 が 殺 
到 し 、 通 常 業 務 が 妨げ られ る 事態 に 追い 込ま れ ま し た 。 


[中 只 】 
5 【 和 被害 者 を 増やさ な いた め に 】 


義 や 信者 獲得 の 方 法 が 統一 教会 に 類似 し て いる 点 、 若 く 有 人 能 な 
大 学生 が 過酷 な 生活 環境 で 酷使 され て いる 点 、 そ の よう な 非 人 道 
的 な 環境 に 疑問 を 持た せな いた め に 、 マ イン ドコ ント ロー ル に よ 
っ て 正義 感 や エリ ー ト 意識 を 植え つけ て 活動 させ て いる 点 な ど 、 
多く の 問題 を 「 ク リス チャ ント ゥ デイ 」 を 初め と する ダビ デ 張 関 
連 団 体 は 持っ て いま す 。[ 明 損 表 現 2 6 番 ] 


さら に 、「 ク リス チャ ント ゥ デイ 」 が 著名 な 牧師 や 教会 、 団 体 の 
記事 や 原稿 を 掲載 する こと に よっ て 、「 ク リス チャ ント ゥ デイ 」 
が 諸 教 会 か ら 認 め ら れ た 「 健 例 な クリ スチ ャ ン 企 業 」 で ある と の 
誤っ た 認識 が 広がる こと も 懸念 され ます 。 


これ 以上 被害 者 を 増やさ な いた め に 、 ま た 誤解 する 人 が 増え な い 
よう に 、 上 記 の よう な 「 ク リス チャ ント ゥ デイ 」 を 初め と する ダ 
ビデ 張 関 連 団 体 つ い て の 情報 を 周囲 に 伝え る こと 、 つ まり 「 知 る 
ワク チン 」 を 広め る 必要 が ある と 思わ れ ま す 。 


【 以 下 略 】 


これ は 正本 で ある 。 


平成 26 年 2 月 4 日 


東京 地方 裁判 所 民事 第 9 部 


裁判 所 書記 和 官 今 村 


